
     

本日の司会者と演者のご紹介（あいうえお順、番号は発表順）

オプハイ斎藤陽子 氏（OPHEI SAITO, Yoko）司会
　ドイツの薬剤師。「竹の会」（デュッセルドルフ）の前会長。2007年に「竹の会」を
設立、邦人高齢者の支援、地域の日本とドイツの交流、各種の催し、講演会、勉強会、
寄り合いカフェ、日独折り紙交流会、コーラス、あじさい祭りなどに尽力され、今年会
長を後任の浅井ベルガー昭子氏と交代。2018年に日独交流功労者として表彰を受け、
「竹の会」は2023年に外務大臣賞を受賞。

折口志都 氏（ORIGUCHI, Shizu）演者　⑦
　フランスの認定心理士。邦人健康サポートの会 in フランスと発達障害児と家族を支え
る会 in フランス（ASATF、通称「でこぽんクラブ」）の代表。在仏邦人の健康、子ども
発達相談に力を入れている。ランブイエ在住

シュペネマン望 氏（SPENEMANN, Nozomi）司会、演者　⑥
　昨年設立10周年を迎えたDeJak-友の会代表。長年にわたりドイツに暮らす外国人の生
活支援活動に従事。邦人支援に積極的、献身的に関わっており、2022年には邦人社会へ
の貢献が評価され外務大臣賞とバーンズ賞を受賞。コロナ禍ではDeJak-友の会と
JAMSNETドイツ共催でのオンライン勉強会、講演会を多く手掛けられた。

田村憲世 氏（TAMURA, Kensei）教育講演　⑮
　St. Vinzenz-Krankenhaus（デュッセルドルフ）のペインクリニック科にて診療、
ドイツの救命救急医の資格を有している。ドイツ語、英語、中国語、フランス語を熟し
ます。今年３月のオンライン講演会で好評を得ましたテーマを今回は対面式の会場に
て。

傳法清 氏（DENBO, Kiyoshi）演者　⑩
　JAMSNETカナダ代表、JAMSNET高齢者支援ネットワーク代表、モミジヘルスケア協
会職員・ジャパニーズソーシャルサービスの特任オフィサー/コンサルタント、スピー
チ・ランゲージ・パソロジストカナダなどで活躍。特に海外に暮らす在留邦人の高齢者
問題に献身的に取組んでいる。トロント在住。
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土居真里 氏（DOI, Mari）演者　④
　臨床心理士、2021年1月より邦人女性が安心して相談できる相談室「Chance」（在
デュッセルドルフ日本国総領事館とfrauenberatungsstelle duesseldorf e.V.の提携により
開設）にて、争いに巻き込まれたり、家庭内の問題を抱えたり、また暴力を経験された
方々ための相談にのっています。「ひとりで悩まないでください」と、ドイツ全域から
の相談に対応しています。

中田ヘルヴィッヒ恵子氏　（NAKATA-HELLWIG, Keiko）演者　③
　ライン・マイン友の会代表（フランクフルト a.M）。「日本人の老後を支える会」と
して発足、昨年設立20周年を迎えたライン・マイン友の会の活動、運営を通して在留邦
人支援に貢献的に従事。ライン・マイン友の会は2009年に総領事表彰、中田ヘルヴィッ
ヒ氏は2020年に在外公館賞、旭日双光章を受賞。ニュースレター「RMTダイジェスト」
は多くの人に愛読されている。

ノイゲバウア馬場ザビーネ 氏（Dr.med. NEUGEBAUER-BABA, Sabine, PhD) 演者　⑬
　ドイツの内科専門医、家庭医として多くの在留邦人の診療に従事（ノイゲバウア馬場 
内科クリニック、デュッセルドルフ）。1993～2002年まで東京大学第一内科、福島県立
医科大学に所属。東京大学医学部大学院では外国人留学生特別賞を２度受賞。
日本では当時は珍しかったPCR実験法などの手引書も執筆している。

濱田篤郎 氏（HAMADA, Atsuo, MD, Prof.） 教育講演　⑭
　JAMSNET日本代表、東京医科大学渡航医療センター教授（東京）。渡航医学、感染
症領域に精通し、日本からの海外渡航者の健康についてトータルサポートしている。国
や東京都の感染症対策事業に関わるとともに、コロナ禍ではNHK、毎日新聞、日経新聞
などで医療情報が広く紹介された。著書多数。

バーンズ亀山静子 氏（BARNES, Shizuko Kameyama）　演者　⑨
　ニューヨーク州認定スクールサイコロジスト、ニューヨーク日本人教育審議会・教育
文化交流センター教育相談室の 相談員。ニュージャージー日本人学校、ニューヨーク補
習授業校のスクールカ ウンセラー。特別支援教育士スーパーバイザー、早稲田大学大学
院、東京家政 大学大学院の非常勤講師。JAMSNET-USA理事。
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フィシャー平松由紀子 氏（FISCHER-HIRAMATSU, Yukiko）演者、司会　⑤
　竹の会「Bitte どうぞ」相談室　（デュッセルドルフ）。日本とドイツの看護師の資格
を有する。JAMSNETドイツ、竹の会、Dejak友の会のメンバー。在独邦人の高齢化、国
際結婚・離婚、家庭内暴力、性暴力、ドイツに暮らす邦人の貧困問題など積極的に在留
邦人の支援に関わっている。2022年にバーンズ賞受賞。

本間俊一 氏（HOMMA, Shunichi, MD, MHCDS, FACC）司会
　JAMSNET-USA代表、米国コロンビア大学循環器内科教授、元米国日本人医師会
（JMSA）会長。中学１年で渡米し米国で教育を受け、アルバート・アインシュタイン大
学医学部、ハーバード大学マサチューセッツ総合病院などを経て現職。2006年に邦人医
療支援ネットワーク（JAMSNET）を発足させ、米国の日系人社会に貢献している。２
JMSAはその活動が評価され2008年に外務大臣賞を受賞。

ホーネカムプ山本有（HONEKAMPT-YAMAMOTO, Nao, Dipl.-Psycho.）　ポスター掲示
　ドイツの国会認定臨床心理士として開業（デュースブルク）、心理療法、カウンセリ
ングに従事。日本人学校での教育相談のほか、20年以上にわたりホスピスや緩和ケア病
棟での患者、家族の心理ケア、エッセン大学にて遺族ケアに携わる専門家の養成にあ
たっている。

松永優子氏（MATSUNAGA, Yuko, MD）演者　⑧
　ミュンヘン大学にて医学博士号取得、東京医科大学病院渡航者医療センター（現在、
兼任講師）などの勤務を経て、現在はめじろそらクリニック（東京）院長として、心療
内科・精神科領域に加え、多文化外来・カウンセリングに従事。英語、ドイツ語、フラ
ンス語に堪能。

宮川充順氏（MIYAKAWA, Yukimitsu, DDS, PhD）司会
　1995年に日本で歯科医師の資格を取得、2003年から2007年までオーストリアのウィー
ン勤務。2009年よりランドハウス歯科医院（シュツットガルト）に勤務。ドイツニュー
スダイジェスト誌にて「ドイツ歯科事情」担当。
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宮田裕子氏（MIYATA, Yuko）司会
　ベルリンでアートセラピー（芸術療法）を学び、ウルム大学精神科にてアートセラピ
ストとして活躍。2023年よりヴィバンテス総合病院心療内科（ベルリン）の心療内科に
てアートセラピーに従事。一般外来、気分障害・トラウマセラピー・移民外来を担当。

森由紀子氏（MORI, Yukiko, MD） 司会「教育講演」
　ドイツの家庭医専門医、日本の内科専門医、腎臓専門医、ノイゲバウア馬場内科クリ
ニック（デュッセルドルフ）にて診療。

山下ススム 氏（YAMASHITA, Susumu）　司会「在留邦人の支援」
　領事（在ドイツ日本国大使館）、ベルリン

山内美慧 氏（YAMANOUCHI-ZEGENHAGEN, Mie)  演者「医療での支援」）　⑫
　ドイツの耳鼻咽喉科専門医、山内耳鼻咽喉科（HNO in Berlin Mitte & steglitz、ベルリ
ン）で診療。多くの邦人の方の診療、相談に従事している。

リッチャー美津子氏（LITSCHER, Mitsuko） 演者 ⑪
　JAMSNETスイス代表、日本で約20年間、看護師・ケアマネジャーとして臨床・訪問
看護に携わる。2012年にスイス移住、現在はPflege und Hospiz im Werdenberg（ザンク
ト・ガレン州）の高齢者介護施設で看護介護師として勤務。

渡邊哲子 氏（WATANABE, ”Lisa“ Satoko）演者　②
Japanese Bostonians Support Line（JB ライン）代表、2010年米国ニューイングラ

ンド地方6州に住む日本人と日系人のための社会福祉の非営利団体「JB Line, Inc.」を設
立。約100名のボランティアとともに日英語のサポートライン、ケースマネジメント、シ
ニアサポート、離婚・親権・ハーグ条約、アウトリーチなどの支援に取り組んでいる。
団体は2018年外務大臣賞、2022年Thayer Awardを受賞。JAMSNET-USA理事。

渡邉隆仁 氏（WATNABE, Takahito）安全講話　①
演題：安全講習「海外で暮らす邦人の安全について 」
領事（在デュッセルドルフ日本国総領事館）、デュッセルドルフ
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